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【第 1回技術検討専門委員会(H23.7.29)】 

【主な説明内容】 
○事案の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今後の検討の基本的な考え方 

①瀬替え工、②確実な汚染拡散防止、③油回収等、④汚染土壌の対策の必要性を提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１～４回技術検討専門委員会における議論の整理 
資料１
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○対策工について 

対策の進め方、対策方針、対策目標の提示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【委員会での主な意見】 

○河川水位と地下水位の関係を調査し、正確に把握されたい。 

○汚染拡散防止のための囲い込みは、将来的に囲い込んだ汚染物質を最終的にどうするかを踏まえ、検討する必要がある。 
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○対策の進め方とシナリオの説明 

（対策の進め方） 

対策の進め方については、次に示す４つのステップの進行管理指標を置いて進めるものとした。 

 

Step１：緊急的な措置として設置した鋼矢板による拡散防止措置に加え、油拡散区域の掘削等の工事に対応できる、より確実な拡散防止

措置を講じる。 

Step２：PCB 汚染源となっている不法投棄された廃棄物から新たに汚染が拡散しないための措置と河川水の増水時にも油が流出しない措

置を講じる。また、北側・振子川護岸エリアの油対策を講じる。 

Step３：旧処分場内の油について、新たに河川に流出しない対策を講じる。  

Step４：PCB で汚染された PCB 廃棄物の適正処分を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（実施期間を組み入れた具体的なシナリオについて） 

概ね 10 年程度で Step1～4 のすべての措置を完了させたと仮定した場合のシナリオのロードマップを示した。 
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○対策工法の概略検討 

対策工法の概略検討は、実現可能性のある囲い込み工の比較検討結果を提示し、油回収については、掘削を行わずフリーフェーズを消

滅させることは困難であると考察されることから、掘削を前提とした油回収の検討結果を示した。また、油の保管と汚染廃棄物の保管に

ついて概念図を示した。 

 

【委員会での主な意見】 

○地下水の上昇に伴った油相の上昇が、土壌汚染に影響を与えていると考えられる。浅い部分の土壌の汚染状況を確認する必要がある。 

○汚染源（高濃度部）の除去を「最優先」としているが、周縁部における河川への汚染拡散防止を「優先」としている。両者はいずれ

も最優先であり、区別すべきではない。 

○鉛直遮水工法、特に矢板の掘削工法や接合の課題、砂礫・玉石地盤に対するソイルセメント工法での遮水性など、当地の現場・地盤

特性を考慮して検討すること。 

 

【委員会での審議結果】 

○対策工法の選定は、Case B とし、当面は、Step2 までの完了を目指すものとする。 
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【第 4回技術検討専門委員会(H23.3.16)】 
【主な説明内容】 

○囲い込み工の検討 

（囲い込み工の設置範囲） 
囲い込み工の設置範囲は、油相が確認される範囲とし、大略して「旧処分場内」と「旧処分場外」に区分する。「旧処分場外」は PCB

の汚染度合いから「汚染源域」と「その他エリア」に区分し、さらに対策の優先度から「その他エリア」を「高水敷部」と「低水護岸部」

と設定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（囲い込み方式の比較検討） 
囲い込み方式には、「浮き型」と「根入れ型」があり、特性比較表を示す。 
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（囲い込み工の比較検討） 
囲い込み工の工法は、種々あるが、ここでは油の拡散防止機能を担保することができる工法を対象にし、特に、当現場での適用性につ

いて工法比較を行った。 
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（囲い込み工の設置深度） 
囲い込み工の設置深度は、油分の移動・拡散防止機能を確保するためには、油膜判定による汚染範囲下端の深度以上の囲い込み工を設

置する必要があると考えられる。油分の移動・拡散防止機能から想定される深度設定は、囲い込み工近傍の油膜判定による汚染範囲下端

より 1.0ｍ深い範囲と設定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

○旧処分場外の具体的な掘削方法の検討（実現可能性の検討） 

（掘削深度範囲の設定） 

（具体的な掘削方法と掘削物の措置） 

（旧処分場外の油回収方法の検討） 
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【委員会での主な意見】 

○高水敷部を掘削除去しないのは、Step2 の目標を達成できないのではないか。 

○地下水は、施工中はより低下する可能性がある。それを踏まえて鋼矢板の設置深度を検討する必要がある。 

○浮き型とはいえ地下水位は変わらないのか。 

○鋼矢板の設置深度の根拠は。 

○旧処分場内設置予定の囲い込み工は、土留め機能を必要なしとしているが、場合によっては掘削の可能性はないのか。 

○囲い込み方式を浮き型とした理由は何か。 

○鋼矢板の遮水性能（1×10-6 cm/sec）でよいのか。 

○低水護岸部の掘削土は、委託処理か現地埋め戻しか。 

○鋼矢板の腐食等の検討が必要である。 

○拡散防止措置には、キャッピングについても検討が必要である。 

○河川影響が大きい場所での掘削釜場による油回収は困難ではないか。 

○囲い込み工の設置深度については、地下水流動の観点から説明する必要がある。 

○対策範囲を明確にする必要がある。 

○油回収については、土壌に吸着した油までの回収は困難である。洗浄土壌の埋め戻しについては、油汚染の残留を考慮して何らかの

対策が必要である。 

○施工後の地下水の変化についてはモニタリングが必要である。 

○水処理後の措置は河川放流なのか。PCB が移行している微細な SS をいかに取るかが課題である。 

 

【次回（第５回）委員会に向けての課題】 

○Step2 までの対策内容について幅広に比較検討を行い、実現可能性のある具体的方法についても検討すること。 

○各 Step にて目指す状態について再整理すること。 

 


